
告書 175 努

昭和 40年 3月 1図書走行

発行務

千紫燥感著書室事務差是主菜子罰Z役場
慢話〈おぴ ζ)4 2・142・242 
類書134是非7f13合活鏑::;:~調書事便物語霊湾
発行自毎月 1 B・16日 書議長重1毒事2F守

住
民
税
の
申
告
相
談
所
開
く

丹
六
日
か
ら
各
地
で

改
由
説
昨
悼
の
統
明
e

ひ
た
泌
総
虫

附
関
陣
陣
級
協
部
日
制
限
川
嶋
隆
楽
祭
の
証

附問。
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・
小
作
材
料
控
除
立
総
定
へ

の
支
払
様
相
執
童
H
a

な
お
、
す
で
に
わ
科
学
も
と
に

滋
九
手
仇
し
た
「
際
比
百
替
の
手
ぴ

器
」
の
う
ち
、
一
ぺ

t
世
川
仰
の

交
市
中
「
柏
市
」
と
あ
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は
叶
我
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予
悔
い
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ま
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昼
間
内
汽
河
内
尚
一
月
月
九
尽
尽

F
，
勾
リ
Mqω
内

3
q
d
向

。

内

δ
n
O
内

a

q

d

出
叩
告
書
で
3
料
開
制
槻
篠
山
中
制
倒
的
V
ヲ

ヂ
門
A
W
W
瑚
酬
刷
所
得
点
税
制
痢
と
@
総
所

得
食
材
棋
削
閣
を
入
れ
か
え
て
く
ザ
い

き
い
a

お
わ
び
と
と
も
に
抑
制
派

い
た
し
ま
す
。

闘
附
一
叫
服
務
で
コ
枚
以
上

num

恥
悶
附
町
出
腕
を
滋
妥
と
す
る
同
明
会
は

役
場
、
各
支
一
冷
ま
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

小
・
4

中
学
校
の
卒

業
式
悶
緑
地
災
家
る

小
・
ゆ
学
校
の
卒
業
式
は
次

の
と
お
ち
お
ζ
な
わ
れ
ま
す
。

ま
に
、
学
的
奴
剖
加
の
卒
業
者
数

件
同
次
の
と
お
ら
で
す
。

一
小
日
百
十
二
名
、
…
…
小
計

五
十
名
、
一
ユ
小

1
州
間
十
名
、
開

小
終
結
可
制
ス
十
九
名
、
期
制
北
小

I

W
間
関
十
七
議
、
布
佐
ム
ザ

2
九
十

税
、
残
孫
子
中
日
三
百
五
十
附
問

名
、
山
間
持
柏
市
市
hl吋
同
…
一
一
十
川
品
名
、

布
佼
市
m
N
U一段九点明、

時

特

際

に

撃

す

す

る

関
持
誌
は
問
問
所
の

関
市
以
我
孫
子
総
菜
溺
油
開
一
燃
の

お
工
式
は
、
一
月
以
十
七
お
午

前
十
一
時
か
品
、
久
考
察
の
建

設
絡
で
関
係
綬
多
数
を
む
か
え

て
お
と
な
わ
れ
ま
し
た
。

朝
間
同
開
所
は
致
品
地
約
一
万
九
千

八
百
平
方
メ
ー
ト
ル
〈
ム
ハ
千
田
町
〉

へ
絞
隣
組
数
符
治
り
二
簿
建
て
の

紬
閥
的
均
約
…
ザ
ナ
一
一
一
百
問
ト
平
方
メ

ー
ト
山
川
〈
仏
抑
留
汚
閉
十
叫
一
線
}
が

建
設
さ
れ
ま
す
。
総
筑
紫
は
約

九
千
万
附
門
明
、
、
附
四
月
に
関
~
般
の

予がゆ
m

で
す
。

不
審
議
削
除
に
は
務
在
の
と
と
ろ

市
川
、
拙
開
山
間
、
銚
マ
す
な
ど
七
角

所
の
時
刷
業
総
線
新
が
あ
き
ま
す

が
、
出
殿
前
崎
品
樹
方
へ
の
企
業
の
迭

の
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

後
抽
出
労
銘
力
の
鐙
緩
綱
相
酬
と
一
銭

一
次
期
院
議
か
与
の
絞
幾
希
望
者

に
対
処
す
る
た
め
、
我
孫
子
比

例
紙
捌
概
さ
れ
る
と
と
に
な
与
ま
し

・h
a
f
 泊
料
孫
子
機
犠
刑
制
緩
衡
に
は
機

械
一
叩
料
、
織
問
械
一
一
科
、
出
国
動
車

線
機
創
刊
mw
一
一
一
お
い
が
あ
ち
ま
す
。

" 

春の火災予関連動i展開始まる
2月28日から 3J3 13日まで

二
月
一
一
十
八

白
か
ら
一
一
一
鈎
月
十

一
品
目
同
意
明
、
金
制
閥

的
聞
に
務
の
火
災

予
防
逐
献
酬
を
笑

絡
し
ま
す
。

ζ
と
し
は
、

mw
タ
パ
コ
に
よ

る
火
災

mw
紛

止。

m
w総
総
務

品
棋
の
附
則
止
。
品
世

大
火
の
時
間
止
な

ど
者
援
点
と
し

て
と
ち
あ
げ
て

い
ま
す
。

①
タ
パ
匁
に

よ
る
火
災
前
W

附加

氏

い
つ
で
も
で
き
る タ

バ
コ
に
よ
る
火
災
は
阪
和

双
十
一
車
線
か
ち
鯵
年
出
火
画
部
悶
闘

の
第
一
佼
を
お
め
、
阪
和
相
六
十

八
年
で
流
f
T
笈
衡
問
十
一
件
、

総
火
災
綴
隅
闘
の
十
一
パ
ー
セ
ン

ト
争
点
め
て
い
ま
す
。
し
わ
い
げ
か

つ
て
、
制
捜
媛
制
閣
制
沌
綴
叫
刑
判
明
外
で

の
替
用
制
朝
、
す
い
が
ち
の
ぬ
鋭
、

附
械
な
が
名
の
税
制
盟
な
ど
に
つ
い

て
じ
ゅ
う
ぶ
ん
波
滋
し
た
い
も

の
で
す
。

③
綿
刷
出
向
〈
品
舛
尉
椀
V

一
額
放
の
時
抑
止

綬
滅
的
w
火
災
に
よ
る
死
傷
者

浴
、
開
閉
和
三
十
八
年
明
、
死
殺
八

需
品
六
十
一
入
、
品
問
蹴
闘
機
八
千
六

百
十
人
、
合
計
九
乎
間
同
百
七
十

一
人
a

開
問
、
和
三
十
九
年
で
は
、

死
容
八
百
五
十
一
ニ
人
、
ゑ
附
開
制
骨

八
千
六
十
指
三
十
一
一
入
、
会
計
九

千
間
後
七
十
笈
入
と
火
災
の
刷
用

妨
げ
い
と
も
な
い
ふ
え
て
き
て
い

ま
す
。一
般
家
出
慌
明
、
は
、
外
出
時
、

毅
閥
税
制
制
の
火
の
品
如
来
に
注
意
す

る
と
附
附
時
吋

κ、
避
耐
難
崩
雨
具
の
附
川

慾
と
噛
培
耕
灘
体
制
者
加
陣
内
比
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
火
災
の
時
は
一
一
九

殺
の
後
援
を
と
訓
判
明
く
ご

、。

本
町
に
生
む
謀
坊
が
必
要

補
充
選
挙
人

名
簿
の
府
議

あ
な
た
の
家
柑
躍
で
、
際
線
十

二
汚
二
十
日
以
降
w
h
搬
側
一
一
十
才

花
江
名
れ
に
方
沖
悼
み
ち
ま
せ
ん

か
。
ま
に
、
近
所
げ
い
愛
出
品
引
引
越
し

て
ζ
ち
れ
た
方
は
あ
き
ま
殺
ん

か。

ζ
の
よ
う
な
方
が
あ
ち
ま

し
た
な
ち
機
先
滋
挙
人
名
簿
熊

楠
酬
を
お
と
な
っ
て
く
ど
き
い
8

摺
瑠
挙
管
潔
委
員
会
で
は
、
本

人
の
山
閉
し
陪
が
あ
号
、
し
か
も

本
前
叫
に
伎
ん
で
い
る
と
と
の
緩

紛
が
で
き
る
資
斜
、
た
と
え
ば

米
級
協
理
師
問
、
身
分
廷
出
掛
世
官
、
捕
磁

気
創
刊
の
領
収
帯
官
、
開
時
制
捜
h

弘
ど
擬

一
示
す
れ
ば
、
い
づ
明
、
も
受
け
付

け
て
お
ち
ま
す
。

六
月
府
知
閣
に
は
参
議
綴
畿
圏
刊

の
滋
挙
が
あ
き
ま
す
。
と
れ
に

投
票
で
き
る
万
川
崎
、
防
相
干
九
日
月

十
気
口
H

制
桝
筏
で
つ
く
ら
れ
た
基

本
滋
数
人
名
簿
と
、
さ
き
に
の
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ベ
に
補
充
選
挙
人
名
簿
後
納
搬
出
削

一
講
堂
官
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
油
問

先
加
融
機
人
名
簿
に
名
前
の
の
づ

て
い
る
方
で
す
。

選
挙
権
が
あ
っ
て
も
翁
織
に

名
誌
が
な
け
れ
ば
技
終
す
る
ζ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

三
小
絵
食
室
完
成

一
一
子
九
年
出
掛
イ
鮒
品
崎
市
嚇
地
織
と
し

て
、
第
一
ニ
小
学
校
の
給
食
室
の

ザ
ム
瀦
慣
に
除
隊
十
二
月
に
着
工
し

本
年
一
一
月
豆

8
完
成
し
ま
し
た

工
事
費
、
鵬
柿
沼
開
後
な
ど
ふ
く

め
て
仏
間
以
叩
肉
a万
m
m
の
殺
浴
が
か

か
り
、
一
一
月
来
日
ま
で
に
は
、

す
べ
て
の
工
事
を
お
わ
ち
、
た

月
八
日
か
ら
給
食
が
欄
間
杭
知
事
れ

ま
す
。なお
、
品
朝
食
を
受
け
る
児
童

は
約
二
百
附
悶
十
名
で
す
。

職
員
募
集
公
告
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i 条例、議員給滋尉はり決定す
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(2) 

あ
な
た
の
国
定
資
産
評
語
は

3
丹

1
日

J
初

日

縦

覧

期

間

こ 飽和羽生手 3月 1自発行

間
柄
拘
附
悶
十
然
皮
mw
期
開
後
淡
絞

殺
絞
殺
の
も
と
と
な
る
お
側
戦
者

一
一
一
回
月
刊
日
誌
、
が
ち
官
一
向
月
二
十
臼
設

で
心
開
問
、
み
な
さ
ん
に
お
兇
せ

い
た
し
ま
す
e

鵠
間
奪
取
に
土
婚
の
品
地
開
変
換

家
霊
の
新
築
、
揃
増
祭
、
改
築
か

滅
失
h

は
ど
の
異
動
が
あ
っ
た
場

合
は
務
総
げ
か
え
の
上
、
台
附
闘
に

鵬
黒
鋭
剛
容
れ
て
い
ま
す
。

一
一
一
時
三
門
誌
か
ら
一
一
一

も
し
、
と
の
お
制
織
に
世
強
制
糊
さ

れ
た
鎖
的
納
氏
米
側
側
な
ぷ
が
み
れ

ば
、
一
日
一
月
一
一
一
十
円
口
ま
で
に
廿
人
数

で
附
聞
の
削
間
総
決
燦
議
官
軍
議
長
会

へ
審
官
認
の
議
求
を
す
る
と
と
が

で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
合
相
械
を
田
地
て
い

た
だ
く
擦
問
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
。

亨
期
間
摘

寄
り
保
護
世
瞥
は
八
十

ヰ
ム
活
扶
助
は
六
十
八
散
帯

ト
に
つ
い
で
ス
嚇
韓
関
闘
の
然
絞
然

告
示
し
て
い
ま
す
。
役
一
節
館
仲
僻
慨

に
は
、
生
日
総
絞
殺
、
品
縦
割
問
絞
叫
開
1

住
宅
扶
助
、
家
波
紋
偽
側
、
山
阿
波

扶
貼
朝
、
葬
祭
狭
滋
、
会
議
扶
助

の
七
割
樹
祭
が
あ
ち
ま
す
。

議
掘
削
出
却
の
師
陣
鐙
澄
帯
数
と
人

数
は
次
の
と
お
き
で
す
。
〈
一

び

制持岬持ワず即時
mw
…
潟
市
A

口M
淵榊殺

の
盤
機
数
は
七
千
二
万
八
十
九

紫
綬
で
と
の
う
ち
、
八
十
世
絡

が
仲
立
}
術
祭
議
抽
出
に
よ
る
生
活
保

護
を
う
け
て
い
ま
す
。

ζ
れ
は

金
品
出
稼
の
一
‘
一
パ
ー
セ
ン
ト

を
お
め
て
お
号
、
東
官
同
飾
郡
内

で
は
潟
市
買
の
一
ニ
ニ
バ

1
セ
ン

あ報Eま

同
一
…
臨
…
保
険
証
が
新
L
く

近
く

友
愛
mw
総
務
明
、
機
関
川
健
闘
劇
院
祁

昨
関
係
総
誌
の
礎
幅
引
を
し
ま
す
か

ら
、
近
く
の
会
場
で
手
続
き
を

し
て
、
新
し
い
保
激
務
と
と
り

か
え
て
く
だ
さ
い
。

調
嶋
一
姦
使
用
し
て
い
る
保
険
証

は
ζ
と
し
の
一
一
一
月
三
十
一
日
で

加
盟
回
附
す
る
乙
と
が
で
き
な
く
な

ち
ま
す
。

波
新
す
る
と
き
の
ζ
ま
か
な

と
と
に
つ
い
て
は
、
間
関
問
問
帥
開
府
附

品
開
問
機
知
州
入
の
捻
総
本
山
あ
て
に
ハ

ガ
キ
で
漏
樹
祭
し
ま
ず
か
ら
、
よ

く
と
ち
ん
に
な
っ
て
く
だ
さ

、。sv 
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保険証更新続税後

同
月
二
十
打
開
ま
で
。

wv
臨
吋
側
関
午
前
八
時
一
ニ
十
分

か
ら
午
後
問
問
符
間
十
気
分
ま
で

ふ
ム
酬
階
段
、
付
悶
制
哨
パ
悶
は
停
制
削
山
叩

軍
服
抑
制
削
減
係
予
町
役
制
機

た
だ
し
、
一
一
一
月
十
混
同
闘
か
ち

ト
七
日
誌
で
は
湖
北
交
瞬
、
三

月
十
八
日
か
ら
一
一
十
日
ま
で
は

布
佐
支
所
で
そ
れ
ぞ
れ
み
る

ι

と
が
で
き
ま
す
。

役
時
怖
で
ご
っ
以
上
の
決
助
を
受

け
て
い
る
ζ

と
z

も
あ
る
の
で
合

計
は
八
十
徽
絡
と
な
ら
な
い
)

校
総
扶
助
H
六
十
八
俊
然
、

資
九
十
一
一
一
人
、
仲
開
併
M

朴扶助時
j
d
x

十
双
品
川
機
、

W
九
十
…
一
一
入
、
数

帯開校臥削

H
r…
十
…
依
然
、
九
十

!者教!t:~ 終ニ γ一一

言号室主主 L-:~I 麟轍醐離種磁

喜な治効万語主義i
つfJll2重大一 一i 総事詩~Oljll J'l 31E~晃tE
をて万万千::l入後 i
適い二一主主ふ 紛 1!13 16，企36人〈議月比44人土器〉
併話口主i女民搬入い 4411 ) 
"百二十続 十々 IIH 32，545入 1188 11 ) 

A 手同話器 í~ 1m欄 7，掛世帯〈バ制糊}

)
人
人
人
人
綴
融
市

計
約
鉛
斜
路
畿
地
出

I
K

勾
ゐ

1
L
S

ヴ

s
a
w
d

5

1

 

緩

)

人

人

人

人

動
女
叩
州
諸
問
同
町
田

口

{

臥
町
一
以
仏
以
執

3

5

3

1

1

8

 

J

〈

1

ー

絞
亡
入
山
同
融
市
掛
常

掛拠品陣

入
山
尚

山
同
州
知
鋭
部
和
即
戦
針
転

品
川
、
休
刊
総
数
液
凝
添
付
い
よ
ち
後

泌
総
が
淡
叫
的
、
ら
れ
ま
す
が
、
務

孫
子
ぬ
は
仰
向
同
紙
織
に
部
間
後
き
れ

て
い
ま
す
¢
掛
照
的
で
一
級
品
地
時
林

市
川
川
、
制
間
然
、
二
級
品
地
時
拍
手
務

松
一
戸
、
羽
田
志
野
、
す
一
級
品
捕
は
一

二
級
品
岨
円
以
外
mw
市
な
ど
と
き
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
混
在
、
代

孫
子
館
の
殺
防
地
問
引
き
上
げ
に
つ

い
て
期
務
の
で
す
。

Fiifきtli ti fp?;詩情
うE下し句作合いるも ζ しにう E紅葉え

掲の可 fこ分うの i臼iまいら ζ 「ほしーか隙

2t長1きヵ;::長会主事E室kE雪量キ
量;主主主 芸主T長B52品5手警護
妻宅5ぞき E J委書言宗霊友主主主主
う まえl:pきて --嚇燃燃附---ま可災

手室主主主Jぐ鰻雑務議室)e護室長
叫 a 喜三宮~叫幽~'<;手 22

書会 Z吉宗て2専Z長2i弓主ezq符
号ii E夏祭uこ主君管室言Z望 号遺言

出刊ifiiiii5223?切;
出軒目霊能;言持襲 μー三種瞳時覇;ii35325:訪問仰は??

:755if!?!j!?;ぷ需品jP2!?!!1525iiiii
錦町言内われ引嵐広ロピ部活指jjjj子型ii堅持ihif
ifijii婆535ig料品計ifii4jiiiド53233Mぷ

税 OOL!!(i)Tか得庭一三所 主ヨ 11... + 11 ハ

善幸子霊童亀岡二ユ若手謹室 いの。んさ鎖主義つみみ F費総月一無料十三議十:話事長念会認 と詮理のの織物((，~) 

ii!?ijZ守山山内32222fiifiif持政守
τ255iE診 i !:iilgi iii23考会35;iiii中断 萩

小
作
地
の
滋
滋

は
と
ん
な
仕
事
を

相
談
の
内
替
の
秘
機
は
守
る

防
柑
仰
い
は
間
間
十
各
の
閥
均
仲
也
被
日
叫

が
お
き
ま
す
が
、
災
後
続
揖
削
減
は

次
む
よ
う
な
仕
事
壱
し
て
い
ま

す。m
w
t
h
}線
開
陣
畿
の
出
申
請
相
談
。

③
掛
か
縫
市
刊
に
仲
間
人
口
か
い
て
生

活
に
国
間
る
柑
明
会
の
相
談
。

地W

牛
一
浴
削
開
後
m
U

制
純
一
度
、
的
げ

ι科
、
創
加
点
な
ど
mw
抑制判問。

品川
ω

身
体
関
陣
夜
、
鵠
倒
愉
押
蜘
博
開
抑
将

校
ど
の
総
統
制
。

出W

倒
見
、
家
笈
綴
ふ
駄
に
糊
悶
て
品
化

め
の
一
線
幾
対
策
e

m
w
出
勤
ゑ
判
明
貸
付
資
金
制
伎
の

務
用
問
の
判
明
談
D

品
山
無
数
夜
間
関
Q

そ
の
ほ
か
、
地
裁
の
み
な
さ

ん
の
緩
笹
山
向
上
の
た
め
、
恒
削
社

家
務
所
、
そ
の
他
関
係
機
関
の

祭
甜
却
に
掛
閥
均
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
と
と
が
ら
で
相
殺
し

た
い
ζ
と
が
あ
り
ま
し
た
な
ら

ば
、
え
ん
ち
ょ
な
く
剣
山
却
の
燃

や
援
策
ま
で
取
し
闘
で
く
だ
事

、@
L
 総
裁
の
内
務
に
つ
い
て
は
総

病
問
を
守
ち
ま
す
か
ら
む
安
心
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
差
別
的
、
組
問

先
約
な
取
扱
い
な
ど
な
く
、
実

繍
間
に
あ
っ
た
会
潮
崎
山
間
な
終
泌
を

し
ま
す
。

な
お
、
各
品
地
問
出
制
加
の
同
民
生
一
凝

固
H
は
次
の
と
お
り
で
す
。

民
生
委
員
担
当
区
銭

円
孜
孫
子
治
夜
U

V
土
谷
津
・
久
警
察
“
お
担
蹴
出
凶
塾
〈

何
剤
、
軍
制
棋
一
戸
市
市
¥
ト

2
鈴
木
一
ニ

郎
、
曹
相
関
河
川
れ
春
日
浴
田
凶
泰
子
、
wv

線
問
一
続
出
?
出
対

nzg篠山史館腕

wv
と
き
か
品
従
事
間
関
内
品
数
ゆ
唱
f
臨同

門
川
み
つ
、
軍
一
昨
協
若
山
時
総
数
然
、

yuハ
吋
開
後
七
時
時
雀
鳩
山
立
町
跡
事
ふ
1
U

奴
引
仲
汁
民
知
イ
ネ
、
軍
一
一
昨
ヤ

r
…

区
・
開
悶
区
日
制
樹
瞬
時
し
づ
、
A
十
三

区
立
寺
沢
多
久
、
軍
支
ぽ
府
象
八
開
陥

H
阿
古
田
信
蛸
閥
、
曹
十
二
区
・
膝

間
関
湿
地
江
川
渡
辺
、
遇
、
曹
九
窓
口
u

鈴
木
手
持
仏
軍
十
区
、
十
一
ノ
一

区
日
小
融
問
品
位
久
、
曹
十
一
ノ
一

阿倍・
6

守
一
ノ
一
一
昨
偽
uu守
詩
義
一
、

V
十
附
問
附
除
、
制
車
舵
問

5
二
融
情
愛
柑
時

点
〈
、
軍
背
開
臨
向
山
尚
・
小
終
日
出
同
議

鯨蝋附摘、制
V

門持続
e
崎
市
総
住
帰
制
緩

波
紋
、

wv
槻関市川し

H
鵬糊出掛中
λ

…削附

w
v
y
a
ケ一一戸

5
神
概
抑
制
俊
輔
明
、
撃
開

発…
p…・
間
開
発
一
一
戸
新
国
同
H
蝉
脱出
地務

亨
策
特
科
孫
子
日
篠
原
一
三
一
、
甲

部
却
?
総
務
部
朝
田
山
日
中
村
昇

ハ
湖
北
相
幼
阪
-w

wv
中
仙
町
上
ル
品
約

H
Aづ
仲
計
図
持
続
曹

府
内
附
上
総
務

U
帯
常
務
蹴
槻
一
軍
中

隊
下
化
部
1
秋
お
き
い
V
糸
線

下
南
部
U
飯
塚
く
ま
す
ホ
…
整
官
成

部
H
浅
井
治
問
削
即
曹
・
申
怒
捕
時
制
部

H
中
村
八
重
、
軍
中
均
一
戸

2
海
老

原
与
四
郎
、
亨
日
秀
M
M
浴田出山崩

次
郎
、

rt
上
記
柏
木
日
間
同
門
H

郁税減

甲
下
新
木

E
秋一兆拙即

ハ
骨
叩
佐
地
区
〕

V
一
ぽ
U
鈴
木
組
組
緒
閥
、
亨
ニ
間
出

H
得
制
服
と
よ
、

V
2
w偽
ふ
関
町
出

"
H地
問
機
務
付
、
軍
双
柑
除
去
問
品
作
札

抽問料慨、

wv
ムハ
W

怖
"
お
お
骨
付
削
持
協
間
帯

七

K
1山
中
村
文
儒
靴
、
曹
人
限
協
象

九
区
口
付
加
棋
盟
問
梢
開
校
、
曹
十
昨
同
日

篠崎町出品

411 




